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九州大学病院 臨床教育研修センター

きらめきプロジェクト
福岡市東区馬出 丁目

・ ：
：

Ｌ ：

新年あけましておめでとうございます。 

きらめきプロジェクト副責任者の落合正行です。 

現在は小児科に所属しておりますが、かつては総合周産期母子医療センター

の新生児内科部門（小児科）医長を長く拝命しておりました。 

かつて新生児集中治療室（NICU）は小児科医のなかでも過酷な分野とみなさ

れていました。NICU 医師は保育器の隣にパイプ椅子を並べて、懸命に何日間

でも寄り添って赤ちゃんの命を救ってきました。その結果として我が国の新

生児医療は世界随一の救命率を誇るようになりました。 

しかしながら、自分の家庭を守る余裕がない医師に、患者とご家族の最善の

利益に尽くすことができるのでしょうか？母子の健康を守る周産期医療に携

わる医師には、医療の質向上と同様にスタッフの家庭生活を守る責務があり

ます。 

その責務のためには、部門内の勤務体制の見直し、病院や医局への増員上申、

地域医療の体制構築など、院内外に多くの改善すべき項目がありました。そ

のなかで最も重要なのは、最前線で勤務している医師の、こうすればもっと

働ける、どうすればこの分野で働くことができる、というきめ細やかなご提

案でした。皆様のご提案をフィードバックすることで、この分野で働きたい、

もっと働きたいという医師が増えることができれば、結果として医療の質向

上につながります。 

きらめきプロジェクトとは単に病院が働く場所を提供する部門ではなく、

各々の医師が主役となり、キャリア支援になにが必要かを求め、実現してい

く事業であるということがご理解いただけるでしょうか？ 

皆様の想いをかなえることができますよう応援してまいります。 

よい年となりますように。 

きらめきプロジェクトからのお知らせ 

事務局としてプロジェクトを支えていただ 

いた清水さんが１２月末で退職されました！ 

清水さん、5年間ありがとうございました。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 24 日(水)に、オンライン

にて「令和３年度医学部学生交

流会」を開催しました。 

今回は、医学研究院神経内科学

分野 教授 磯部紀子先生をお招

きし、「自分にブレーキを掛け

ないで！あなたのキャリアを応

援します！」と題し、磯部先生

のこれまでの医師・研究者とし

ての生活を振り返り、若い世代

の皆さんに、また大学生だった

頃の自分にも伝えたいことをお

話ししていただきました。 

ご苦労を微塵も感じさせない先

生の前向きな考え方に皆元気を

いただき、自分にブレ

ーキをかけないで、と

いうメッセージがとて

も心に響きました。 

終始、先生の仕事に対

する情熱がひしひしと

伝わり、学生からは、

海外研究留学の経験も

豊富な磯部先生のお話

をきけて、将来のキャリアを考える上で大変参考になりました、という 

意見を多数いただきました。 

 

参加者の声 

最後まで残っていただいた皆さんと！ 

磯部紀子先生 

令和３年度医学部学生交流会を開催しました 

・先生が学生の頃に考えられていたという内容が、まさに自分が今感じていることその

もので、自分のキャリアを考えるうえで大変参考になりました。テスト前でしたが、参加

してよかったです。 

・大変勉強になる講演で、もっと長時間ききたかったです。ありがとうございました。 

・女性医師としての障壁を微塵も感じさせないキャリアに、大変感銘を受けました。 

・磯部先生の研究や臨床に対する姿勢が分かり、とても感銘を受けました。 

・男女関係なく、自分ができることを制限してはいけないということを強くおっしゃって

いて私もやりたいことを諦めずにいようと思えました。また自分の人生の priorityを考

えるのはとても良いなと思いました。 

・磯部先生からとても元気の出るメッセージを頂けたと思います。まだいいかではなく

学生の内から出来ることはやっておかねばと改めて感じました。 

ありがとうございました。 

・ご苦労を物ともしない「前向きな考え方」に感銘を受けました。子育てに関するお話

も是非お伺いしてみたかったです。 

・大変ためになるお話をきかせていただきました。「留学は行けるチャンスを逃さない」

という言葉は特に心に残りましたし、今の自分の生活を見つめ直すきっかけにもなりま

した。 

・磯部先生のお話がとても興味深く、今後の進路を考える上で参考になりました。 


